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６
月
定
例
会
は
、６
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の
16

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰
状
伝
達

式
や
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
役
職
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
」や「
監
査
委
員
の
選
任
」な
ど
の
人
事
案
件
５

件
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
三
条
市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
」な
ど
の
条
例
案
件
、「
三
条

庁
舎
耐
震
改
修
高
層
棟
建
築
本
体
工
事
」の
請
負

契
約
の
締
結
、ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
、消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の「
動
産
の
取
得
」、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
伴
う
学
校
の
情
報
通
信
環
境
の
整
備
に
係
る

経
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算
」約
10
億
４
６
０
０
万
円
な
ど

28
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
な
ど
で
の
審

査
を
経
て
、採
決
の
結
果
、全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
、同
意
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
活
用
す
る
た

め
、政
務
活
動
費
補
助
金
を
減

額
す
る「
三
条
市
議
会
政
務
活

動
費
の
月
額
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定
」の
議
員
発
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、

請
願
の
採
択
に
伴
い
、国
会
や

関
係
行
政
庁
へ
そ
れ
ぞ
れ
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
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議　案　賛　否　一　覧 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

無

所

属

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

清
風
ク
ラ
ブ

自
由
ク
ラ
ブ

区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 6 3 2 2
 〔市長提出〕

人
事

議第１号 教育委員会教育長の任命につ
いて

教育委員会教育長長谷川正二さんは、令和２年７月25日に任期満了
することとなるので、その後任教育長として長谷川正二さんを任命す
るもの　任期：３年

○ ○ ○ ○ ※1 同　
意

議第２号 教育委員会委員の任命につい
て

教育委員会委員小林吾郎さんは、令和２年７月25日に任期満了する
こととなるので、その後任委員として小林吾郎さんを任命するもの 
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

議第３号 公平委員会委員の選任につい
て

公平委員会委員古澤冨雄さんは、令和２年６月29日に任期満了する
こととなるので、その後任委員として金川寿泰さんを選任するもの 
任期：４年

○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

議第４号 固定資産評価審査委員会委員
の選任について

固定資産評価審査委員会委員稲田望さんは、令和２年６月29日に任
期満了することとなるので、その後任委員として稲田望さんを選任す
るもの　任期：３年

○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

条　
例

議第５号 三条市長の給料月額の特例に
関する条例の制定について

新型コロナウイルス感染症対策に係る事業の経費に充てるため、市
長の給料月額を減額することから、本条例を制定するもの 
施行期日：令和２年７月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第６号
三条市新型コロナウイルス感
染症対策基金条例の制定につ
いて

新型コロナウイルス感染症対策を推進するため、三条市新型コロナウ
イルス感染症対策基金を設置することから、本条例を制定するもの 
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第７号 三条市立図書館条例の制定に
ついて

市民の豊かな知性および感性を育む多彩な学習活動の活発化を図り、
もって市民の教育および文化の発展ならびにまちなかのにぎわい創出
に寄与するため、新たに複合施設として三条市立図書館を設置するこ
とから、本条例の全部改正を行うもの　施行期日：規則で定める日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第８号 三条市選挙公報発行条例の一
部改正について

公職選挙法の一部改正に伴い、選挙公報の掲載文について電磁的記
録による提出が認められたことから、当市においてもこれに準じ、必要
な改正を行うもの　施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第９号 三条市税条例等の一部改正に
ついて

地方税法の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じて規定を整
備するなど、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日等 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第10号 三条市国民健康保険税条例の
一部改正について

地方税法の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じ、必要な改正
を行うもの　施行期日：令和３年１月１日 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第11号
三条市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育
て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、特定地域型保
育事業の運営に関する市が従うべき基準が改められたことから、本市
においてもこれに従い、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第12号
三条市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、
家庭的保育事業等の運営に関する市が従うべき基準が改められたこ
とから、本市においてもこれに従い、必要な改正を行うもの　
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第13号
三条市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正に
ついて

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正
に伴い、放課後児童支援員の認定資格研修に係る要件を改めること
から、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第14号 三条市介護保険条例の一部改
正について

介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者の介護保険料を軽
減するため、必要な改正を行うもの
施行期日：公布の日（令和２年４月１日から適用）

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第15号 三条市都市公園条例の一部改
正について

大崎山公園のより効率的な運営および市民サービスの向上を図るた
め、指定管理区域を拡大することから、必要な改正を行うもの
施行期日：令和３年４月１日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第16号 三条市立理科教育センター設
置条例の一部改正について

理科教育センターを、学習指導要領における理科教育の内容にとど
まらず、広く科学教育に関する内容を取り扱う教育機関とし、新たに
設置する三条市立図書館内に移転することから、必要な改正を行う
もの　施行期日：規則で定める日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

会　  　派　　 名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

議

決

結

果

自 由 ク ラ ブ ○久住久俊　阿部銀次郎　佐藤和雄　森山　昭　武石栄二　野嵜久雄　馬場博文
清 風 ク ラ ブ ○西川重則　横山一雄　山田富義　岡田竜一　名古屋豊　酒井　健
日本共産党議員団 ○小林　誠　西沢慶一　坂井良永
公 明 党 議 員 団 ○野崎正志　笹川信子
無 所 属 　佐藤宗司　長橋一弘

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者

無

所

属

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

清
風
ク
ラ
ブ

自
由
ク
ラ
ブ

区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 6 3 2 2
 〔市長提出〕

そ
の
他

議第17号 市道路線の認定について 認定路線　２路線　実延長　213.5ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第18号
三条庁舎耐震改修高層棟建築
本体工事請負契約の締結につ
いて

耐震補強ブレース設置
高強度ポリエステル繊維補強および構造スリット　ほか
契約金額 4億7,190万円　契約者 樟・外山特定共同企業体

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

議第19号 動産の取得について ロータリー除雪車 １台　取得金額 4,449万5,000円
契約者 株式会社日の出自動車 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第20号 動産の取得について 消防ポンプ自動車 １台　取得金額 5,148万円
契約者 新潟モリタ株式会社 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

予　
算

議第21号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用
し、介護施設等に配布する感染拡大防止に必要な物資を購入する
とともに、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者に対す
る支援を拡充し、雇用の維持や事業継続支援などを行うほか、介
護施設の整備に対する補助金やＧＩＧＡスクール構想に伴う学校
の情報通信環境の整備などについて、必要な予算措置を行うもの 
補正額 9憶4,725万4,000円　補正後の額  626億1,405万円

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ × ○ ○ 原案
可決

議第22号 令和２年度三条市介護保険事
業特別会計補正予算

消費税率の引上げに伴い、低所得の第１号被保険者に対する介護保
険料を軽減するため、その所要額を一般会計から繰入れ、第１号被
保険者保険料を減額するもの
補正額 0円　補正後の額 102億8,120万円（歳入予算の款項の金額の補正）

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第23号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

新型コロナウイルス感染症への対応に係る国の補正予算を活用し、
ひとり親世帯等へ臨時特別給付金を給付するほか、国等が実施する
各種支援制度の活用を事業者に促す体制を構築するため、必要な予
算措置を行うもの
補正額 １億269万6,000円　補正後の額 627億1,674万6,000円

総務文教常任委員会 
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

人　
事 議第24号 監査委員の選任について 議員のうちから選任された本市監査委員森山昭さんは、令和２年６月

15日に退職したので、その後任委員として武石栄二さんを選任するもの ○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

予　
算 議第25号 令和２年度三条市一般会計補

正予算
三条市議会政務活動費の月額の特例に関する条例の制定に伴う
政務活動費補助金の減額について、必要な予算措置を行うもの 
補正額 △360万円　補正後の額 627億1,314万6,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報　
告

報第１号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（三条市税条例等の一部改正
について）

地方税法等の一部を改正する法律（令和２年法律第26号）が令和２
年４月30日に公布され、同日から施行されたことに伴い、本市におい
てもこれに準じ、必要な改正を行ったもの
専決処分日：令和２年５月２日　施行期日：公布の日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承　
認

報第２号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症対策により影響を受ける事業者に対する支
援を拡充し、雇用の維持と事業継続支援を行うほか、感染症対策によ
り帰省できない県外在住学生へ応援物資を送る市民団体を支援する
ため、必要な予算措置を行ったもの
補正額 １億2,363万9,000円 補正後の額 616億2,448万円
専決処分日：令和２年５月12日

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 承　
認

報第３号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、
新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者等へ支援を行う

「三条つなぐプロジェクト」の運営に係る事務費を負担するほか、避
難所における感染拡大防止等に必要な物資を購入するなど、必要な
予算措置を行ったもの　
補正額 4,231万6,000円　補正後の額 616億6,679万6,000円
専決処分日：令和２年６月４日

総務文教常任委員会 
経済建設常任委員会 ○ ○ × ○ ○ 承　

認

 〔議員発案〕

条
例

議員発案 
第１号

三条市議会政務活動費の月額
の特例に関する条例の制定に
ついて

新型コロナウイルス感染症対策に係る事業の経費として活用するた
め、特例として令和２年度の三条市議会政務活動費の半額を減額す
るために必要な条例制定を行うもの
施行期日：公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

意
見
書

議員発案 
第２号

後期高齢者の医療費窓口負担
の現状維持を求める意見書の
提出について

後期高齢者の医療費窓口負担の在り方について現状維持に努めるこ
とを要望する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案 
第３号

加齢性難聴者の補聴器購入に
国の公的補助制度創設を求め
る意見書の提出について

加齢性難聴者の補聴器購入に対し、国による公的補助制度を創設す
ることを要望する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請　
願

請願 
第８号

後期高齢者の医療費窓口負担
の現状維持を求める請願

後期高齢者の医療費窓口負担の在り方について現状維持に努めるこ
とを要望する意見書の提出を求めるもの 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採　

択
請願 

第９号
加齢性難聴者の補聴器購入に国の
公的補助制度創設を求める請願

加齢性難聴者の補聴器購入に対し、国による公的補助制度を創設す
ることを要望する意見書の提出を求めるもの 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採　

択

※１　佐藤宗司議員は賛成、長橋一弘議員は反対

会　  　派　　 名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

議

決

結

果

45


